
『身をつくし』 

 

なにはえの 葦
あ し

の仮寝
か り ね

の 一夜ゆゑ 身を尽くしてや 恋わたるべき 

                 

皇嘉門院別当
こ う か も ん い ん の べ っ と う

 

 

【現代訳】 

難波
な に は

のの入り江の葦を刈った根っこの一節ではないが、たった一夜だけの仮寝

のために、澪標
み お つ く し

のように身を尽くして生涯をかけて恋いこがれ続けなくてはならな

いのでしょうか？ 

 

 

皇嘉門院別当は源俊隆
みなもとのとしたか

のの娘で崇徳
す と く

の皇皇皇 である藤原聖子
ふ じ は ら の せ い し

のに仕えた女

官です。別当は役職名で家政の長官を表します（藤原聖子に仕えた女官の

トップ）。保元元年（１１５６年）に崇徳院が保元の乱に敗れて讃岐
さ ぬ き

に流

され長寛２年（１１６４年）に崩御
ほ う ぎ ょ

のされたことにより皇 である藤原聖子

が表立って動けないために数々の歌合に皇嘉門院別当が代理として参加して

いました。 

この歌は承安５年（１１７５年）に右大臣兼実家歌合で披露された歌

で兼実が藤原聖子の実弟である関係から歌合に呼ばれたと考えられます。百

人一首にある崇徳院の「（せをはやみ）身を尽くしても逢わんとぞ思う」という

歌に対して「身を尽くしてや恋わたるべき」と皇嘉門院（藤原聖子）の気持ち

を代弁したと考えられます。 
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